
 

 

 富岡地域づくり    

  協議会だより       

                                          

第１号 
 

平成２６年１２月１１日 
広 報 委 員 会 

設立総会開設立総会開設立総会開設立総会開かるかるかるかる 
 去る９月２７日（土）１５

時よりまちづくりセンターに
て、富岡地域づくり協議会設立
総会が開催されました。藤本市
長、地元市議会議員をはじめと
するご来賓を含め７０有余名
の 参加のもと、本設立総会が
盛会裏に執り行われました。 

議事の協議に先立ち、鹿島設
立準備会委員より、富岡地域づ
くり協議会設立までの経過報 
告がありました。本日の設立総
会を開催するにあたり、事前に
約２年間にわたり、詳細につ 
いて縷々検討が行われたこと、
いくつかの問題や課題が解決され克服されて
本日に至ったこと等の報告がありました。これ
に、準備委員の皆さんのご苦労やご心痛がうか
がえ、その ご尽力に感銘し、また敬服いたし
ました。 

これに引き続き、渡辺議長の進行で５つの議
案が提案・検討されました。これらについて２
～３の質問や意見がありました。この後、賛成
多数で全ての議案が可決・成立し、ここに 富
岡地域づくり協議会の設立が相成りました。 
尚、ご来賓としてご臨席いただきました藤本市長よりご挨拶をいただきました。設立

準備 会委員への労のねぎらいのことばや本会設立へのご祝辞を賜りました。とりわけ、
自治とは何か、自治とはどうあるべきか等の含蓄あるご示唆もいただきました。本会運
営に際しても考慮・熟慮を重ねながら、この示唆を有益に活かしていければと思いま
す。 
以下、本総会にて決定された内容や事項について、いくつか報告いたします。 

そのそのそのその１１１１ 協議会協議会協議会協議会のののの目的等目的等目的等目的等 

  会則第２号（目的） 
   協議会は、「ふるさと富岡」の培われた 歴史を踏まえ、様々な地域の課題を掘
り起こし、「自分たちの地域は自分たちでつくる」という意識を持ち富岡地区関係
団体がつながりをもって課題解決を図り、安心して暮らしやすい地域づくりの実現
を図ることを目的とする。 
 会則第３条（事業） 
   協議会は、前条の目的を達成するために次の活動を行うものとする。 
 （１）地域住民の交流、情報交換及び次世代の担い手の発掘に関すること。 
 （２）防災、防犯、交通安全等地域の安全と安心に関すること。 
  等、以下８項目に及ぶ 

 

 

回覧 



 

 そのそのそのその２２２２  新役員新役員新役員新役員 

協議会協議会協議会協議会 

 

 役 職 名 氏   名 所  属  団  体  名  

  会  長 渡 辺 多 一 富岡自治連合会会長 

  副 会 長 荻 野      求 富岡まちづくりセンター協力会会長 

  副 会 長 鹿 島  輝 雄 富岡地域づくり協議会設立準備会委員 

  事務局長 鈴 木  康 夫 富岡地域づくり協議会設立準備会委員 

  理  事  若 干 名 ※ 

  会  計 粕 谷  栄 三 所沢市消防団第５分団協力会会長 

  会  計 中 島  広 和 富岡自治連合会会計 

  監  事 大河原      豊 交通安全協会富岡支部支部長 

  監  事 荒 畑  正 明 所沢市消防団第５分団協力会副会長 

※部会長及び副部会長並びに委員長は理事を兼ねる。 
 

 

 

部会等部会等部会等部会等 

 役 職 名 氏 名    所 属 団 体 名  

地域コミュニティ部会部会長 高 尾      明 富岡自治連合会副会長 

地域コミュニティ部会副部会長 阿 部  文 雄 富岡自治連合会副会長 

地域コミュニティ部会副部会長 佐々木  範 光 フラワーヒル所沢地区自治会長 

地域安全部会部会長 須 田  政 志 防犯協会富岡支部支部長 

地域安全部会副部会長 吉 田      孝 富岡中学校ＰＴＡ会長 

地域安全部会副部会長 神 山  佳 久 富岡小学校ＰＴＡ会長 

地域福祉部会部会長 元 田 郁 男 富岡地区民生・児童委員協議会会長 

地域福祉部会副部会長 中 井  明 良 富岡地区長生クラブ連合会会長 

地域環境部会部会長   

地域環境部会副部会長   

地域学習・振興部会部会長 高 野  正 春 富岡まちづくりセンター協力会副会長 

地域学習・振興部会副部会長 森          斌 富岡地区学校開放運営委員会委員長 

広報委員会委員長 高 野  正 春 富岡まちづくりセンター協力会副会長 

※地域環境部会部会長及び副部会長については、構成団体がないため、設立後に構成団
体共々お諮りすることとした。 



 

 

そのそのそのその３３３３  部会構成並部会構成並部会構成並部会構成並びにびにびにびに取組取組取組取組みみみみ等等等等 
 

   

 部会名構成団体 活 動 目 標 取 組 み  

 地域コミュニティ部会 
 富岡自治連合会 

地域の実情把握に努め、地域住
民のつながりを基本とした相
互扶助機能を生かし、連携、協
働して地域内で発生する課題
に対して、自主的に解決してい
く力を高めること及び多様な
世代から新たな地域の担い手
を掘り起こし、地域への参画を
促すことを目的とする。 

 ・富岡地区の課題の取 
りまとめ及び行政へ
の働きかけの窓口 

 ・富岡地区新年賀詞交 
歓会 

 ・他の部会の事業への 
積極的な協力 

 ・その他、各部会に属 
さない事業 

 地域安全部会 
 防犯協会富岡支部 
 交通安全協会富岡支部 
 所沢市消防団第５分団 
 所沢市消防団第５分団揚力会 
 富岡中学校ＰＴＡ 
 富岡小学校ＰＴＡ 
 中富小学校ＰＴＡ 
 西富小学校ＰＴＡ 
 スクールガード 

地域ぐるみで子どもの登下校
のサポートを推進し、通学路・
生活道路の安 
全確保のための整備促進を図
る。また、防災意識を高め、災
害への備えを図る 
こと及び犯罪を起こさせにく
い安全で安心な地域づくりを
目指すことを目的とする。 

 ・富岡地区防災訓練 
 ・青色回転灯車輌によ 
る週１回の防犯パト
ロール 

 ・交通安全パトロール 

 地域福祉部会 
 富岡地区民生・児童 
 委員協議会 
 富岡地区母子愛育班 
 富岡地区更生保護女性会 
 富岡地区長生クラブ連合会 
 富岡地区日赤奉仕団 
 みまもり相談員 

地域に生活している人たちが
互いに 助け合い、支え合って
いくことが大切であることか
ら、高齢者の生きがいと健康づ
くりを進めるとともに、次世代 
の担い手である子どもの育成
を支援することを目的とする。 

 ・富岡地区敬老会 
 ・三世代まつり 

 地域環境部会 地域内の環境美化を推進し、豊
かで緑あふれる富岡地区の環
境を次世代につなげること及
び家庭ごみの減量化リサイク
ルに努め環境負荷の軽減に努
めることを目的とする。 

 ・春・秋の「環境美化 
  の日」一斉清掃活動 
 ・リサイクル品拠点回 
  収 
 ・もったいない市の開 
  催 

 地域学習・振興部会 
 富岡まちづくりセンター協力
会 
 富岡地区学校開放運営委員会 
 富岡地区スポーツ推進委員 
 所沢市体育協会富岡支部 

「ふるさと富岡」の歴史・風
土・文化を学び継承すること
で、地域と小・中学校との連携
により次世代の担い手を育て、
富岡地区の特性である農業の
振興を図ること及び文化・スポ
ーツ等の地域活動の参加者の
輪を広げることを目的とする。 

 ・富岡地区体育祭 
 ・成人及び子ども対象 
  の各種スポーツ大会 
 ・富岡地区文化祭 
 ・富岡地区成人のつど 
  い 
 ・まゆ玉まつり 

※構成団体には、このほか富岡中学校、富岡小学校、中富小学校、西富小学校、所沢東消防署富岡分
署、ＪＡいるま野富岡支店、富岡地域包括支援センター、所沢図書館富岡分館、４Ｈクラブ等の公共
施設等を含みます。 



 

 
そのそのそのその４４４４  本年度本年度本年度本年度のののの事業計画事業計画事業計画事業計画 

 

     ○記念事業        ウォークラリー（富岡地区内） 
    ○実施時期        平成２７年３月 
    ○事 業 費        市交付金で充当（１．０００．０００円） 
       ※備  考     具体的な内容については実行委員会で検討します。 
 
 
その５ 構成図構成図構成図構成図 

 

 
  

  

 

   

  

   

 

   

 

  

  

＜＜＜＜編集後記編集後記編集後記編集後記＞＞＞＞ 
１０月というのに、大型で強い台風がふたつ日本列島を縦断し、甚大な被害をも

たらしました。このふたつともながら、週末に関東地方に接近するという様相で、
特に後者は予定していた富岡地区体育祭の実施を心配せざるを得ない状況も演出し
てみせました。 
体育祭については、前日には決行できることの判断もでき、また、当日は天候に

恵まれて気持ちよく実施することができました。本当に実施できてよかったなと、
しみじみ実感しました。同感といってくださる方も多くいるのではと思います。 
さて、本号では富岡地域づくり協議会が設立されたことの報道をしてきましたが、

これは、所沢市内１１地区のうち６番目にあたるものだそうです。 
ところで、本文で何度もご案内してきたように、また、読者諸氏が十分把握され

ているように、個々に活動していた既存の団体が集合体として大きな組織に変貌し
たもので、今までの個々の団体の活動や成果が更に集約できれば更に確固たる成果
がもたらされるのではとの認識のうえに、成立したものであることをご理解いただ
ければと思います。 
ただし、これが成立したから一気にこの協議会が大きく活動を開始するというも

のではないということです。今までの個々の団体の活動を今まで通り実施しながら、
協働できるものは協働し、徐々にその活動に幅をもたせることができればというも
のです。いくつかの団体が協力して活動を行いながら、組織として繋がりを深め広
げていこうというもので、そのステータスは、緩やかに納得のうえに確実にという
ことであり、焦ることなく前進したいということです。 
尚、次号ではウォークラリーについて、その詳細をお届けしようと思います。 
お気づきの点は、本会役員または、まちづくりセンターまでご一報ください。 

 

  

＜役員会議＞ 
 構  成：役 員（会長、副会長、事務局長、理事、会計） 
              ※必要に応じて、学識経験者、オブザーバー等 
 開  催：随 時 
 審議事項：協議会の運営方針等 

＜広報委員会＞ 
 構  成：委員長、各部会

の代表 
 開  催：随 時 
 審議事項：広報活動等 

＜部会議＞ 
 構  成：部会役員（部会長、副部会長、総務担当） 
            部会員（部会を構成する団体の代表者） 
 開  催：随 時 
 審議事項：各部会の事業の企画及び実施等 

＜総会＞ 
構成：役員、構成団体の代表者 
開  催：年１回 
審議事項：事業計画、予算等 

＜臨時総会＞ 
 開催：随 時 

＜臨時総会＞ 
 開催：随 時＜監査＞ 
 会計監査：年１回 


